






要約:平成元年 1 月から平成 4 年 9 月までに A 社に寄せられた手紙による育児相談のうち

366 通について、その相談内容およびその中にみられる保健婦の育児相談時に起因したと

思われる質問事項を検討した。相談者中 0 才児を持つ母親がが全体の約 70%で、保健婦等

医療従事者に起因する質問は 27 通(7%)にみられた。それらは「言われたとおりにしても

うまくいかない」「心配事に応えてくれない」「他の人に話していたことが気になる」等で

あった。これらのうち保健婦の配慮により解決できると考えられるものは 23 通であった。


